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1.実験経過  
	 実験日時   

	  

	 ローダミン６G（溶液：エタノール，モル濃度：1 mM）を用いたフリンジ分解２光子蛍光自己相関により，ド

ライおよび油浸対物レンズ後のパルスの測定を行った．図.１のセットアップを用いて測定した油浸対物後の自己

相関波形を図.３，４に示す．ドライ対物後（図.２）に比べて，ピーク部のパルスの拡がりが大きくなっている

ことがわかる．ガウスフィッティング（図.４破線）の結果より，パルス幅（FWHM）は 111 fsであった． 

 

 

 
             	 図.２	 ドライ対物後（前回） 

	 	 	 	 	 	    図.１	 セットアップ                                

 
       図.３	 油浸対物後	 	 	 	 	  	 	 	 	 	 	         図.４	 油浸対物後（拡大） 
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	 自己相関パルス幅 111 fsより，パルス波形をガウス型と仮定すると実際のパルス幅は 79 fsであり，これを用

いて対物レンズの群遅延分散（GDD）を見積もる．まず，測定時のレーザー中心波長 λc = 790 nm，スペクトル幅

Δλ = 95 nm，またパルス波形をガウス型と仮定すると，フーリエ変換限界パルス（TLP）幅は 9.6 fsとなる． 

	 ここで，対物レンズ後のパルスは正にチャープしたパルスである．パルスは始めにチャープミラーにより負の

GDD，-800 fs2が与えられているため，対物レンズの GDD = 800＋(9.6 fsから 79 fsとなる GDD) fs2である．この

右辺２項目の計算であるが，入力パルス幅 ti と出力パルス幅 toおよび GDD Φ”の関係式を Φ”について解くと， 
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が得られ，結果 GDD = 800 + 283 = 1083 fs2となっ

た．実験に用いた対物レンズの NAは 0.9 であり，

中心波長は 790 nmであるが，この NAと中心波長

という観点から文献値（W.W.Webb et al., appl. opt. 

36, 397 (1997)，Table 1破線枠 ）と比較しても，

それほど離れた値にはなっていない． 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.今後の予定  
	 干渉計の片側の光路を用いて SHG顕微鏡を構築する． 

以上 


